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「百年の森林構想」と「ローカルベンチャー」 
による地域資本の価値向上への取り組み 

西粟倉村地方創生特任参事 上山隆浩  



「百年の森林構想」の誕生 
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百年の森林事業スキーム  
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      FSCグループマネジメント 

   木質バイオマス利用 
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林業事業者 
販売収入  

販売収入  
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（株）トビムシ 
  森林管理コンサルティング 

  販売業務支援 

（株）西粟倉・森の学校 

木材加工流通事業 

 
 

 

エーゼロ（株） 
ローカルベンチャー支援 

地域メディア運営 
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薪製造～熱供給 

 

販売収入  

熱 温泉施設 公共施設 

熱料金 
木の駅 

プロジェクト 

木材代金 
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西粟倉村役場（全体管理） 

ベンチャー  （事業運営）  



“西粟倉流”間伐材の流れ 
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森の学校 
山土場 

森林組合土場 
【現在の木材販売方法】 
・市場中心の販売から、森林組合土場での直接 

 販売（流通コストの削減、需要に合わせた販売） 
・組合で検寸を行い、材質に応じた売り先へ 

 （森の学校等地元製材工場への販売が利益が大きい） 
【H26から木質バイオマスの活用】 
・搬出コストに合わない林地残材を積極的に搬出 

・C材は村内熱利用 

原木市場 

西粟倉独自の木材の活用システム 
H23までの流れ 

A・B材 
A材（一部） 

B材 

合板・集成材等 

大手製材工場 

バイオマス発電所 

H24の流れ 

約１０００㎥ 

C材 

H26から追加 

したC材 

薪ボイラー燃料温泉３施設 



（株）木の里工房木薫 
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2006年7月 起業 
西粟倉森林組合の合併に伴い 
若い職員が独立。 
木材加工事業をスタート 

木材に価値を付けるベン
チャー１号の誕生   
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2009年 
木材関連ベンチャーの起業が始まる   
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ニシアワー製造所（現在：西粟倉森の学校） 
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木工房ようび 
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「FURERU」 ソメヤスズキ 



㈱SONRAKUによる木質熱エネルギー事業 

温泉施設3か所 

熱エネルギー 
供給 
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地域熱供給 

システム運用 



新しい地域森林経営会社 ㈱百森 
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株式会社 
百森 

森林組合 

林業会社 

森の学校 

管理委託 収益分配 

施業発注 

原木納品 

原木販売 売上 

「百年の森林事業」の持続的な経営管理を行う専門組織 

所有者 西粟倉村 

山林 

施業 

販売 

集約化 

施業会社として
森林組合と林業
会社を横並びに 

製材業者 
等 

森林信託 
森林経営 
管理法 

西粟倉村 所有者 

山林 



• 事業開始累計 

         2,741筆 

1,488ha (724人) 

（平成30年3月末現
在） 

• 間伐実施面積 

 1,429ha 

• 作業路整備延長 

 93,868m 

 

 

13 

M/標準 

M/標準 

M/標準 

M/標準 

M/標準 

M/標準 

M/標準 

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ H２７ H２８ 

長期契約の推移 

長期施業契約筆数 長期施業契約面積 

（単位 筆数：筆、面積：ha、所有者：人） 

©2018 vill.nishiawakura office 

木材関連事業 

木材搬出量５００㎥→５，０００㎥ 

売上額約1億円→約８億 

木材関連ベンチャー 8事業体 89人 
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ローカルベンチャースクール 

＆ローカルライフラボ 

起業を支援する西粟倉の取組 
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村の資本を豊かにするベンチャーの起業 

３１事業体・６０の事業 

アンケート未回答の4社を除く 
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２０５８年 

ローカルベンチャーとの協働による地域資本向上 

地域の自然・社会・経済資本の向上 

 小さな行政の実現 
   これまで様々な事業を行政で行ってきた。→財政圧迫・行政の肥大 

   民間に任せられるところを拡大。（複数事業を一体で運営） 
   ＊民間は育たないという固定概念からの脱却  
 多様な地域の生態系の構築 
   少子高齢化、行政、零細企業が数件＝過疎の山村 

   多様な事業が村内にあり役割を担う＝目指す地域社会 

 関係人口の拡大 
   ローカルベンチャー事業の推進により「西粟倉村ファン」を拡大 

   関係人口の拡大により、地域の経済活動を後押し。 

   注目を集めることにより、移住者となる確率をUP   



ご静聴ありがとうございました。 
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